
　市では、平成30年度から令和4年度までの5年間、第8次総合計画に基づき「選ばれるまちへ　ともに歩む
自治都市　すかがわ」を将来都市像とし、その実現に向けて取り組んでいます。本計画の施策と基本事項につ
いて、令和元年度実績に基づく評価結果などを指標化した「まちづくり報告書」を作成しましたので、その概
要を報告します。

　第8次総合計画は、行政評価の手法を用いたPDCA（計画・実行・評価・改善）サイクルによる進捗管理を
行っています。前年度の施策・基本事項の成果動向について、評価を行った結果が「まちづくり報告書」であり、
この評価をもとに事業の改善を図り、計画的な行政経営を進めます。
　また、進捗状況を毎年度公表し、市民の皆さんと共有していきます。
☞企画政策課☎（88）9184

「市まちづくりビジョン2018」とは1

政　策 ☀ ☂

1　いきいきと人が輝くまちづくり
◦多様な子育てニーズへの対応
◦教育環境の計画的整備の推進
◦学校教育と社会教育の連携・融合

◦スポーツ活動の推進

2　笑顔で健やかに暮らせるまちづくり ◦介護サービスの推進
◦生活困窮者への自立支援 ◦心の健康づくりの推進

3　安全に安心して暮らせるまちづくり ◦急傾斜地崩壊防止施設の整備
◦交通安全意識の高揚 なし

4　環境にやさしく快適に暮らせるまちづくり
◦道路の整備
◦安全で快適な公園緑地化の推進
◦水道施設の適切な維持管理

◦3R(リデュース、リユース、リ
サイクル）の推進

5　活力とにぎわいあふれるまちづくり ◦企業誘致の推進
◦農林業生産環境の整備・保全 ◦特産農産物の生産振興

  　計画実現のための行政経営の更なる推進 ◦計画的な行政経営の推進（PDCA）
◦情報公開と適切な保護 なし

※令和元年度の実績値は、昨年の台風災害に伴う「スポーツ大会の中止」などにより低下している状況が見られました。

政策ごとの成果が ☀ ・ ☂ の主な基本事項4

今後の取り組み5

施策の成果動向2■ 「市まちづくりビジョン2018」進捗状況報告

☀： 向上しているもの

☁： 横ばい、やや向上、
またはやや低下し
ているもの

☂： 低下しているもの

--- ： 比較できないもの

　令和元年度の実績値が
対基準値年度の実績値と
比べ、数値（成果）がどの
ような動きとなったかを
示しています。

グラフの見方

市第8次総合計画「まちづくり報告」
基本事項の成果動向3

　「須賀川市総合計画策定条例」に基づく市の最上位計画です。
　本計画は、将来目標や目標達成のための基本方針などからなる「基本計画」と、これを実現するための「実施
計画」で構成しています。「基本計画」は目的と手段を明らかにするために「政策」「施策」「基本事項」の3つの
階層に体系化しています。
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将来都市像を実現するための
指針となる5政策＋1

　26の施策に、48の指標を設定して
います。
　実績値が取得できた項目のうち、☀
が16指標で最も多く、☁が4指標、☂
が8指標でした。

　104の基本事項に、212の指標を設
定しています。
　実績値が取得できた項目のうち、☀
が97指標で最も多く、☁が24指標、
☂が50指標でした。

※実績値は、2年に1度行っ
ている市民アンケートで
取得している項目があり、
令和元年度は未取得のた
め「比較できないもの」の
割合が多くなっています。
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